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第１章 要請の背景 

 

 エリトリア国（以下「エ」国とする）はアフリカ東部の紅海に面して位置し、1993年にエティオピアから

分離独立した国である。国土面積が117.6千km2、全人口は約279.6万人（1998年）である。国土は農業生態

系の分類から、高地、東部低地、西部低地の三地帯に大きく分けられる。高地の年平均降雨量は500～650mm、

低地は200～400mmの範囲で推移するが、国土の70%の地域における年間平均降水量は400mm以下とされている。 

 農業部門の国内総生産に占める割合は9%(1998年)であり、さほど大きくないが、「エ」国における全労働

人口の77.8%（1998年）が農業部門に従事し、農業を主たる生計手段としていることから、「エ」国経済の

最重要部門といえる。しかしながら、エティオピアに併合された時代より30年間も続いた内戦、度重なる干

ばつによって「エ」国の農業は大きな打撃を受けており、食糧生産は国内需要を満たすことができない状況

にある。 

 「エ」国の主要食糧はテフ、ソルガム、ミレット、大麦、小麦、トウモロコシ等である。降雨が不規則で

あり、大半の農民が営む小規模自給農業は灌漑施設を持たない天水依存型の農法であるため、年毎の農業生

産量の変動が著しい。また、大半の農民は近代的な生産資機材を投入する資金的余力が無いため農業生産性

は著しく低い。 

 以上のような状況の下、「エ」国政府は「中期農業開発計画（2000～2004年）」を策定し、経済社会開発

の中心を農業振興においている。その主な政策目標は、同国民の生活水準の改善、食糧の自給達成、雇用機

会の創出である。特に農業分野では具体的には、近代農業の導入、潜在的に高い生産力を有する地域の耕地

の拡大、農業試験研究・農業普及・農業教育機関の整備、肥料・農薬の適正使用等による農業生産性の向上

及び生産量の増大による農村開発を目指している。 

「エ」国農業省はこの中期農業開発計画に基づき、具体的なアクションプランとして「総合農業計画

（IFP：Integrated Farming Program）」を策定している。 

以下にIFPの概要を記す。 

総合農業計画（IFP：Integrated Farming Program） 

IFPは1998年に開始された農業省が実施する食糧増産事業で、プログラム対象エリアに対し、伝統的農

法の非経済的な小規模・分散型の営農・土地利用を排し、地域コミュニティー・ベースで作付け作物

の集約化（経済的土地利用のための農地再編）を図るとともに、対象農家に対し土地生産性の向上、

収穫物の市場流通化を目指して以下のサービスを提供している。 

① トラクター等の農業機械による適期の一斉耕起・栽培管理・収穫 

② 優良種子（小麦、大麦、ソルガム、トウモロコシ、ミレット、テフ等）の配布 

③ 肥料（尿素、燐安）及び農薬のクレジット・サービスによる配布 

④ 収穫後のマーケティング支援 

この計画ではユニット単位で多くの土地を雨季前に一斉耕起し、集約栽培のための作目選択、栽培・収穫指

導を実施している。エティオピアと統合されていた社会主義時代の集団農場とは異なり、耕作地からの収穫
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物は自由に取り扱えるため、対象農家のインセンティブは高く、食糧増産効果が期待されている。 

 我が国の食糧増産援助（2KR）はこの総合農業計画を支援するものと位置付けられ、右目的を達成するた

めの手段として我が国に対し食糧増産援助（2KR）を要請したものである。 

要請資機材の品目と数量を表1-1に示す。 

 

表1-1 要請資機材リスト 

（出典：要請関連資料） 

 

本調査は、「エ」国が我が国政府に提出した要請書について国内解析を通じて選定資機材の品目・仕様

等にかかる技術的検討を行うことを目的とする。 

項目 要請
No.

標準ﾘｽﾄ
No.

品目
（日本語）

品目
（英語）

要請
数量 単位 優先

順位
希望

調達先
肥料

1 FA-009 ﾘﾝ酸第二ｱﾝﾓﾆｳﾑ DAP 2,000 t 1 DAC
2 FA-001 尿素 Urea 1,000 t 1 DAC

農薬
殺虫剤 1 IN01205 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(ｴﾁﾙ)　48%EC Chloropyrifos (Ethyl) 48% EC 6,000 L 1 DAC

2 IN03002 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ　10%EC Fenpropathrin 10% EC 2,000 L 1 DAC
3 IN02804 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ　50%EC Fenitrothion 50%EC 3,000 L 1 DAC
4 IN04601 ﾏﾗﾁｵﾝ　50%EC Malathion 50%EC 3,000 L 1 DAC
5 IN02302 ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ　40％EC Dimethoate 40%EC 3,000 L 1 DAC
6 IN00902 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ　85%WP Carbaryl　85%WP 6,000 kg 1 DAC
7 IN03309 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ　20%EC Fenvalerate　20%EC 4,000 L 1 DAC
8 IN03705 ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ　12.5g/L ULV Fipronil 12.5g/L ULV 1,000 L 1 DAC
9 IN01905 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 60% EC Diazinon 60% EC 2,000 L 1 DAC

殺鳥剤 10 ﾘｽﾄ外 ﾌｪﾝﾁｵﾝ　640％　ULV Fenthion　640%　ULV 1,000 L 1 DAC
農機

1 ﾘｽﾄ外 灌漑用ﾎﾟﾝﾌﾟ (4"×4"､16HP） Diesel engine pump (4”×4”, 16HP） 100 台 1 DAC
2 PC-SPP1 動力散布機/三兼機（13-15L） Power mist sprayer (13-15L) 250 台 1 DAC
3 PC-SPH1 人力噴霧機 (14-16L) Pneumatic hand sprayer (14-16L) 250 台 1 DAC
4 ﾘｽﾄ外 ﾄﾗｸﾀｰ搭載型噴霧機 (800L) Tractor mounted sprayer (800L) 15 台 1 DAC
5 BA-1 ｺﾞｰｸﾞﾙ Goggles 1,000 個 1 DAC
6 BA-2 ﾏｽｸ Masks 1,000 個 1 DAC
7 BA-3 手袋 Gloves 2,000 双 1 DAC
8 BA-4 ﾌﾞｰﾂ Boots 1,000 足 1 DAC
9 BA-5 防護服 Overalls 1,000 着 1 DAC

10 AT-TRQ9 乗用ﾄﾗｸﾀｰ(4WD) (100HP) 4-wheel tractor (4WD, 100HP) 100 台 1 DAC
11 TI-DP6 ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗｳ（5→4可変型） Disc plough 5 bottoms convertible to 4 100 台 1 DAC
12 TI-DHT3 ﾀﾝﾃﾞﾑ式ﾃﾞｨｽｸﾊﾛｰ (28枚刃) Tandem disc harrow (28 discs) 100 台 1 DAC
13 TI-TRRS ﾄﾚｰﾗｰ（2軸、5t、ﾘｱﾀﾞﾝﾌﾟ式) Trailer (2 axles/5t, Rear dumper type) 20 台 1 DAC
14 HD-CBW3 普通型ｺﾝﾊﾞｲﾝ (120HP) Combine Harvester (120HP) 6 台 1 DAC

15 ﾘｽﾄ外 移動式ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
(4WD、230HP以上）

Mobile Workshop Truck
(4WD, 230HP or more)

3 台 1 DAC

16 ﾘｽﾄ外 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ Compressor 5 台 1 DAC
17 ﾘｽﾄ外 ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾄﾗｯｸ(ｼﾝｸﾞﾙｷｬﾋﾞﾝ4WD) Pickup Truck (Single Cabin, 4WD) 1 台 1 DAC
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第３章 プログラムの内容 

１．先方実施・責任機関 

 本プログラムにおける実施責任機関は農業省である。農業省内での計画立案に係るコーディネーターは計

画・統計部長である。計画・統計部は土地資源・作物生産局、試験・人的資源開発局、畜産局が計画する年

度ごとの活動計画案及び資機材調達案を取りまとめ、農業省として全体計画を策定し、要請案を作成してい

る。 

 「エ」国における地方行政区分であるZoba（英語のZone）と呼ばれる州レベルとSub Zoba（英語のSub 

Zone）と呼ばれる郡レベルの各行政単位に農業省地方事務所が存在し、地方レベルでの活動に当っている。 

 

２．計画対象作物・対象地域 

本プログラムにおける対象地域は、Gash-Barka、Debub、Anseba、Northen Red Sea及びMaekelであり、各対

象地域では「エ」国の主要食用作物であるソルガムの他、ミレット、メイズ、小麦などが主な対象作物とさ

れている。 

 Gash-Barka、Debub及びNorthern Red Sea地域については、これら地域が主要穀物の生産地であること、

増産への潜在能力を有した地域であると見なされていること等により選定されており、それぞれの対象農家

数は114,422戸、155,910戸及び87,144戸である。 

 また、Anseba及びMaekel地域については、これら地域が貧困地域であることから国家による支援が必要で

あるとして選定されており、それぞれの対象農家戸数は88,962戸及び34,422戸である。 

 これらの地域においては、本プログラムによる増産効果として115～160%程度の増産が見込まれている。 

 

表3-1 対象地域及び対象作物と食糧増産計画 

現状 計画 
対象地域 対象作物 

対象農家
戸数(戸) 

＊選定理
由 

耕作面積
(Ha) 

収量
(kg/Ha) 

生産量
(ton) 

耕作面積
(Ha) 

収量
(kg/Ha) 

生産量
(ton) 

Gash Barka 
ｿﾙｶﾞﾑ, ﾐﾚｯﾄ,    
ﾄｳﾓﾛｺｼ 

114,422 1,2,5 215,099 800 163,662 230,000 1,000 230,000 

Debub  
ﾃﾌ,大麦, ｿﾙｶﾞﾑ, 
小麦,ﾐﾚｯﾄ,ﾄｳﾓﾛｺｼ 

155,910 1,2 128,086 500 63,030 135,000 800 101,250 

Anseba 
ｿﾙｶﾞﾑ, ﾐﾚｯﾄ, 大
麦, ﾄｳﾓﾛｺｼ 

88,962 3,5 58,072 500 31,366 62,000 700 40,300 

Northern Red 
Sea 

ｿﾙｶﾞﾑ, ﾐｳﾚｯﾄ, ﾄｳﾓ
ﾛｺｼ, 大麦, 小麦 

87,144 1,2,5 39,260 1,300 51,201 42,000 1,500 63,000 

Maekel 
大麦, 小麦, ﾄｳﾓﾛｺ
ｼ, ｿﾙｶﾞﾑ, ﾐﾚｯﾄ 

34,422 3,5 27,826 900 25,953 30,000 1,000 30,000 

＊選定理由 1： 当該地域が主要生産地域であるため                    （出典：農業省） 
      2： 当該地域が食糧増産の可能性が高いため 
      3： 当該地域が貧困地域であり国家のｻﾎﾟｰﾄを必要としているため 
      4： 当該地域は国家計画により農業開発計画を実施中であるため 
      5： 当該地域は災害により緊急に対策が必要であるため 
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３．配布・販売体制 

肥料及び農薬の販売に関しては農業省の作物生産・防疫課の管轄下で行われ、同省地方局の市場・融資課

が村落レベルで必要とする農家に補助金を付けて販売される仕組みである。 

農業機械（乗用トラクター、付随する各種作業機、脱穀機及び普通型コンバイン）については、農業省の

外局である農業技術機械化外局の管轄下におかれていたが、1998年以降は土地作物生産局が中心となり実施

するプログラムの耕起用収穫用にリースで使用されている。 

 なお、以前は協同組合や個人農家に同局を通して販売されていた。 

灌漑ポンプについては、農業省本省の土地資源・作物生産局下の作物生産・防疫課の管理下に一度おかれ、

その後地域レベルである農業省地方局の地方倉庫に輸送の上、保管される。販売は地方事務所の土地資源・

作物ユニットが担当するが、購入希望者は委員会を通した購入申請を農業省地方事務所の市場・融資課に提

出し、同課の審査に合格すれば、開発投資銀行からの融資を受け、資機材を購入できる仕組みとなっている。 

また、農業機械の維持管理は、農業省外局である農業技術機械化外局のワークショップが主に実施しており、

首都アスマラにある農業機械ディーラーも同外局からの要請を受けて、アフターセールスサービスの一環と

して農業機械修理を行っている。 

 

４．選定品目・数量 

４－１ 肥料 

(１)リン酸第二アンモニウム（DAP） <2,000t> 

DAPは化学名がリン酸第二アンモニウムで、MAP（リン酸第一アンモニウム）とともに通常リン安と略

称される高度化成肥料の一つである。日本ではほとんどリン安系高度化成肥料製造の際の中間原料とし

て使用されているが、欧米では直接肥料として施肥される場合がある。水に解けやすく、その窒素、リ

ン酸の肥効は速効性であるが、尿素、硫安、塩安の窒素質肥料と比較して窒素が流亡し難く、土壌を酸

性化する危険性が少ないなどの特徴がある。リン酸含量が極めて高いためリン酸固定力の強い土壌には

有効である。 

成分含量から明らかなように、DAPはMAPに比較して窒素含量が高く、リン酸含量が低い。いずれの肥

効が高いかは選定の一要素になるが、これは作物、土壌条件等によって異なる。 

 本プログラムではソルガム、大麦、トウモロコシ等の作物20,000haを対象に、100kg/ha/回の割合

で散布する計画であることから必要量は2,000ｔとなり、これは要請数量と一致する。本肥料は増産効

果が高く、「エ」国の食糧増産に大いに寄与するものと思われる。したがって、要請通りの品目・数量

を選定する。 
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(２）尿素（Urea） <1,000t> 

 水に溶けやすい速効性の窒素質肥料で、吸湿性があるため粒状化されている。窒素質肥料の中で窒

素含有率が最も高く、土壌を酸性化する副成分を含まない。成分の尿素態窒素は土壌中でアンモニア

態窒素に変り、さらに畑状態では速やかに硝酸態窒素に変わって作物に吸収される等の特徴があるた

め、畑作物用に広く使用されている。水田でも使用されるが、施肥直後に潅水すると流亡しやすく、

また施肥後長期間畑状態に置いた後潅水すると硝酸態窒素として流亡するので注意を要する。適切に

使用すると肥効は硫安と同等であり、特に無硫酸根肥料であるため土壌を酸性化させることがなく、

硫安に比べ土壌によっては勝ることがある。 

本プログラムではソルガム、大麦、テフ等主要穀物10,000haを対象に100kg/haの割合で一作のうち

に１回の施肥を行う予定であることから必要量は1,000ｔとなり、これは要請数量と一致する。本肥料

は増産効果が高く、「エ」国の食糧増産に大いに寄与するものと思われる。したがって、要請通りの

品目・数量を選定する。 

 

４－２ 農薬 

(１)クロルピリホス（エチル）（Chlorpyrifos (Ethyl)） 48％EC <6,000L> 

有機リン殺虫剤で、主として果樹、タバコなどの諸害虫特にハマキムシ類に効果があり、越冬卵にた

いして殺卵性がある。経皮毒性がかなり強く、残留期間も長いので注意して使用する。 

我が国における主要作物適用例：果樹 

WHO毒性分類はⅡであり、魚毒性はＢ-ｓである。 

本剤はソルガム、トウモロコシ、ミレット等など3,000haを対象に2L/haの割合で散布される計画であ

ることから、必要量は6,000Lとなり、これは要請数量と一致する。要請数量はこれまでの調達実績数量

とほぼ同量であり、「エ」国の食糧生産に係る害虫防除作業に大いに寄与するものと思われる。但し、

現時点で200Lの在庫が報告されており、また今後発生すると予測される在庫量等も考慮して、以下の算

出方法により、3,360Lを選定する｡ 

5,000L(平成11年度調達実績)-200L(在庫数量)＝4,800L(年間使用量) 

6,044L(12年度調達実績)* -4,800L（年間使用量）＝1,244L（12年予想在庫数量） 

4,800L（年間使用量）-200L(在庫)-1,244L（12年予想在庫）＝3,356L≒3,360L（選定数量） 

* 本調査時点では、平成12年度2KRの全農薬につき、エリトリア国内での配布は行われていない。 

 

(２)フェンプロパトリン（Fenpropathrin） 10%EC                        <2,000L> 

合成ピレスロイド系の殺ダニ・殺虫剤で、気門や関節間膜から体内に侵入し、神経系を侵して殺虫す

る。速効性、残効性があるほか特異な忌避作用を有するなどの特長がある。茶、果樹、野菜などの害虫

に適用され優れた殺虫力を示すが、特にハダニ類に対し強い活性を有する。 
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我が国における主要作物適用例：野菜、果樹 

 WHO毒性分類はⅡであり、魚毒性はＣである。 

 本プログラムでは大麦、小麦等の作物2,000haを対象に害虫が発生した所に1L/haの割合で虫害対策と

して散布を行う予定であり、「エ」国の食糧増産に大いに寄与すると思われる。但し、現時点で924Lの

在庫が報告されており、また今後発生すると予測される在庫量等も考慮して、以下の算出方法により、

620Lを選定する｡ 

4,000L（11年度調達実績）-924L（在庫）＝3,076L（年間使用量） 

4,609L（12年度調達実績）-3,076L（年間使用量）＝1,533L（12年予想在庫） 

3,076L（年間使用量）-924L（在庫）-1,533L（12年予想在庫）＝619L≒620L（選定数量） 

 

(３)フェニトロチオン（Fenitrothion） 50% EC <3,000L> 

 パラチオン剤に代わる主要な低毒性の有機リン殺虫剤の一つで、農林水産省の登録名はＭＥＰ剤で

ある。その化学構造は、メチルパラチオン剤に類似しているが、昆虫にのみ急性毒性を発揮し、人畜

に対しては体内で速やかに分解（脱メチル化）されるため毒性が低いことが特長である。本剤は稲作

害虫の他、果樹、野菜、茶などの害虫に広く用いられる。 

 我が国における主要作物適用例：イネ、麦類、豆類、野菜、果樹 

 WHO毒性分類はⅡであり、魚毒性はＢである。 

 本プログラムでは大麦、小麦，ソルガムなどの作物2,000haを対象に1.5L/haの割合で虫害対策とし

て散布を行う予定であり、「エ」国の食糧増産に大いに寄与すると思われる。96Lの在庫が報告されて

いるが、以下のように算出した本剤の適正数量は要請数量を上回るため、要請どおりの品目・数量を

選定する。 

5,000L（11年度調達実績）-96L（在庫）＝4,904L（年間使用量） 

5,415L（12年度調達実績）-4,904L（年間使用量）＝511L（12年予想在庫） 

4,904L（年間使用量）-96L（在庫）-511L（12年予想在庫）＝4,297L（適正数量） 

 

(４)マラチオン（Malathion）50％ EC <3,000L> 

本剤は低毒性有機リン殺虫剤で、ウンカ、ヨコバイ類、アブラムシ、スリップスなど吸汁性害虫に

効果を示す。本剤は我が国ではイネのツマグロヨコバイの防除に多く使われたが、近年ツマグロヨコ

バイに抵抗性を生じ、本剤単体では十分効果が上がらない地帯が出現している。現地では過去の使用

状況を勘案して使用する必要がある。 

我が国における主要作物適用例：イネ、雑穀、豆類、芋類、野菜、果樹 

WHO毒性分類はⅢであり、魚毒性はＢである。 

 本プログラムでは大麦、小麦等の作物1,500haを対象に害虫が発生した所に2L/haの割合で虫害対策
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として散布を行う予定であり、「エ」国の食糧増産に大いに寄与すると思われる。但し、230Lの在庫

が報告されており、この在庫数量を考慮し2,770Lを選定する。なお、本剤については、平成11及び12

年度2KRでの調達実績はない。 

 

(５)ジメトエート（Dimethoate） 40%EC <3,000L> 

比較的低毒性の有機リン殺虫剤で、主として浸透性殺虫剤として使用される。鱗翅目昆虫に対する

殺虫力はあまり強くないが、吸汁性害虫には効果が高い。水田や野菜畑に施用した薬剤は根から吸収

され、作物全体に浸透し茎葉、根を加害する吸汁性害虫を殺虫する。 

我が国における主要作物適用例：イネ、イモ類、野菜、果樹 

 WHO毒性分類はⅡであり、魚毒性はＢである。 

 今年度計画では小麦、大麦、ソルガム、メイズ等の作物3,000haを対象に1.5L/haの割合で疫病対策

として散布を行う予定であり、「エ」国の食糧増産に大いに寄与すると思われる。但し、現時点で

1,200Lの在庫が報告されており、また今後発生すると予測される在庫量等も考慮して、以下の算出方

法により、1,490Lを選定する｡ 

4,871L（11年度調達実績）-1,200L（在庫）＝3,671L（年間使用量） 

4,656L（12年度実績）-3,671L（年間使用量）＝985L（12年予想在庫） 

3,671L（年間使用量）-1,200L（在庫）-985L（12年予想在庫）＝1,486L≒1,490L（選定数量） 

 

(６)カルバリル（Carbaryl）85％ WP <6,000kg> 

カ－バメ－ト系殺虫剤で、主としてウンカ、ヨコバイ類の防除に使用される。接触剤として作用す

るほか、根や葉から薬剤を吸収した植物を吸汁した昆虫にたいしても殺虫効果を示す。イネ、果樹、

野菜等に適用される。 

我が国における主要作物適用例：イネ、とうもろこし、豆類、イモ類、野菜、果樹 

WHO毒性分類はⅡであり、魚毒性はＢである。 

 本プログラムでは大麦、小麦、トウモロコシ等の作物5,000haを対象に1.5kg/haの割合で虫害対策と

して散布を行う予定であり、要請数量は必要量7,500kgの範囲内である｡本剤の2KRによる調達実績はこ

れまで無いが、他ドナーの援助による調達・使用実績があり、45kgの在庫が報告されている。したが

って、この在庫数量を考慮し5,960kgを選定する。 

 

(７)フェンバレレート（Fenvalerate）20% EC <4,000L> 

合成ピレスロイド系殺虫剤である。果樹、豆類、野菜などの害虫に幅広く適用が可能で薬剤抵抗性

の害虫にも防除効果がある。 

我が国における主要作物適用例：豆類、芋類、野菜、果樹 
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WHO毒性分類はⅡであり、魚毒性はＣである。 

 本プログラムでは小麦、大麦、ソルガム等の作物2,700haを対象に害虫が発生した所に1.5L/haの割

合で虫害対策として散布を行う予定であり、要請数量は必要量4,050Lの範囲内である。本薬剤の防除

効果は高く、在庫も報告されておらず、要請どおりの品目・数量を選定する。 

 

(８)フィプロニル（Fipronil）12.5g／L ULV <1,000L> 

本剤は｢エ｣国で許可されている農薬のリストには現時点では入っておらず、少なくとも至近三年間

は国内での使用実績がない｡したがって、本剤は調達品目から削除する｡ 

 

(９)ダイアジノン（Diazinon）60％EC <2,000L> 

比較的低毒性の有機リン殺虫剤で水稲、野菜、果樹等を食害する広範囲の害虫に対し接触剤および

消化中毒剤、燻蒸剤として速効的に作用するが、分解されやすいため残効性は少ない。他の有機リン

殺虫剤、カーバメート系殺虫剤に抵抗性となったツマグロヨコバイに殺虫力をもつ。茎葉散布、土壌

施用、水面施用などが可能であり、それぞれ適当な剤型がある。 

我が国における主要作物適用例：イネ、豆類、イモ類、野菜、果樹 

WHO毒性分類はⅡであり、魚毒性はＢ-ｓである。 

 本プログラムでは小麦、大麦、ソルガム等の作物1,400haを対象に害虫が発生した所に1.5L/haの割

合で虫害対策として散布を行う計画であることから、必要量は2,100Lとなり、要請数量は必要量の範

囲内である。在庫も報告されておらず、要請どおりの品目・数量を選定する。 

 

(１０)フェンチオン（Fenthion） 640％ULV <1,000L> 

 本剤は鳥類に特異的に強い毒性を示すという特性から、害鳥防除を目的とする殺鳥剤として「エ」

国より初めて要請があったものである。本プログラムでは小麦、トウモロコシ、テフ、ソルガムなど

に対するクエラ鳥の駆除に使用される。 

 使用対象面積は500haであり散布量は2L/haで、クエラ鳥のねぐらや繁殖地を中心に散布する計画で

ある。計画による必要量は1,000Lとなり、これは要請量と一致する。 

 「エ」国では、これまで米国国際開発庁（USAID：The United States Agency for International 

Development）等他のドナーからの援助により本剤を調達しており、クエラ鳥の駆除を目的とする本剤

の散布は、「エ」国を含む東アフリカ8カ国が加盟するDLCO-EA（ Desert Locust Control 

Organization in Eastern Africa）が、自ら所有する航空機を用いて行っている。農業省によれば、

本剤の近年の使用実績は例年1,000L余りであり、これは隣国エティオピア国の調達規模のおよそ1/5で

ある。 

しかし、その一方で900Lの在庫が報告されており、必要量1,000Lに対し100L不足するが、平成12年
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度の使用実績が850L、13年度の使用実績が350Lであることを考慮すると、必要最低量の在庫は確保さ

れていると考えられる。 

したがって、本剤の必要性は十分認められるものの、調達品目から削除する。 

 

４－３ 農機 

(１）灌漑用ポンプ（Diesel Engine Pump） 4"x 4",16HP <100台> 

用途：田、畑への灌漑を目的として使用される揚水ポンプである。 

分類：使用されるポンプは、使用目的や使用場所等により多種多様であるが、一般的にはターボ型、

容積型、特殊型の３種に大別され、このうち灌漑用に多く使用されているのは、ケーシング内

で回転する羽根車の遠心力で揚水するターボ型遠心ポンプのうちの渦巻ポンプである。分類と

しては、必要な吸水・吐水量による大きさ区分、エンジン駆動とモーター駆動との区分、また

使用する水質によって清水、濁水、塩水用にも区分される。 

構造：６～８枚の羽根を有する羽根車と、これを囲むケーシング、吸込・吐出管等から成り、羽根車

の回転により生ずる遠心力によって水に圧力エネルギーを与え、吸込管から吸い上げた水を吐

出管から吐水するものである。この原理から遠心ポンプと呼ばれ、また、ケーシングが渦巻型

状であることから、渦巻ポンプとも呼ばれている。 

また案内羽根の有無によりボリュートポンプとタービンポンプとに分られ、羽根車の外側に

固定された案内羽根をもつタービンポンプは揚程を高くできる。そして羽根車とケーシングの

組み合せ個数を増し多段式にすると高揚程ポンプとなる。しかし水源の水面からポンプまでの

垂直距離（ポンプの吸込み実揚程）は６～７ｍ以下である。始動時には吸込管とケーシングを

水で満たす「よび水操作」を必要とするが、自吸式ポンプと呼ばれるものは、この操作が不要

で、最初だけケーシングに注入すれば、空気と水の分離装置により揚水ができ、始動・停止を

繰り返す場所では便利である。 

降水量の少ない「エ」国では農業用水の確保は食糧増産の為には必要不可欠かつ急務であるところ、

本品目は食糧増産に大きく寄与するものと考えられる。また要請数量はこれまでの調達実績と同量で

あり、かつ在庫も報告されていない。よって、要請どおりの品目・数量を選定する。 

 

(２）動力散布機／三兼機（Power Mist Sprayer） 13-15L <250台> 

用途：中・小規模圃場における病害虫の防除や除草に使われる背負式の動力散布機である。 

分類：一般に動力散布機は、背負式、車載（手押し）式、トラクター用けん引・搭載式、及び自走式

等に区分される。そのうちで一番小型なのが背負式散布機で、さらに散布能力（エンジン出力

等）によって数種類に分けられる。 

構造：空冷２サイクルガソリンエンジンと直結したファンの風力により、ノズル・噴管を介して粉
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剤・粒剤の農薬を散布し、薬剤タンク内の底板、ノズル（噴頭）等を換えることによってミス

ト（噴霧）としての液剤も散布ができる（三兼機）。ただしＵＬＶ（微量散布剤）を使用する

場合は特殊なアタッチメントを必要とする。 

構造は薬剤タンク、ファン、撹拌装置、エンジン、噴頭、および背負い具等から構成され、

タンクは軽量で耐食性のある合成樹脂（ポリエチレン）、薬剤を遠心力で吐出・飛散させる遠

心ファンはアルミダイキャスト、またはステンレス製である。調量機構は散布濃度に直接影響

するため、いろいろな工夫を施されているがシャッター方式か空気撹拌方式が多く採用されて

いる。 

散布方法としては粉剤・粒剤の場合、ファンの遠心力と風圧により、噴頭から散布され、ミ

ストの場合はタンク内の薬液をファンで加圧しながら、ミストノズルによって有気噴霧される。

噴頭は、噴管を手で保持し左右に振りながら散布する単口・多口噴頭、および粉剤・粒剤用と

して広域散布に使用される多口ホース（20～60m）とがある。エンジンの始動方式はリコイル

スターターが多く採用されている。 

仕様：対象とする作物、病害虫、および使用薬剤等に適合する機械・噴頭等の選択が必要である。 

 本機材は農薬の散布作業には不可欠であり、先に検討された農薬と合わせた使用による病害虫防除

作業を通じて作物増産効果は極めて大きい。よって、要請どおりの品目・数量を選定する。 

 

（３）人力噴霧機（Pneumatic Hand Sprayer） 14-16L <250台> 

用途：人力でポンプを作動させ、作物等に発生する病害虫や雑草防除に使用する液剤用の携帯型の防

除機械である。 

分類：ポンプの構造、使用状態等により、手持ち・携帯（肩掛・背負など）・可搬型に区分され、携

帯型には機械自体を１人の作業者が肩にかけるか、背負って歩きながら噴霧するものと、ポン

プ操作者とノズル操作・散布者が別々に作業するものとがある。１人での作業者用には、肩掛

け型と背負型のテコ付き噴霧機や自動（蓄圧）噴霧機型等がある。 

構造：テコ付き噴霧機は散布作業中、常にテコを作動させポンプ液を加圧・噴霧する。 

自動噴霧機は散布前に空気室を兼ねた円筒形の容器内にポンプによって圧縮空気を蓄え、散

布中はポンプを作動させない構造で、液剤タンク、ポンプ、散布装置、噴頭等で構成される。 

仕様：人力噴霧機の一般的な仕様を表3-2に示す。 
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表3-2 人力噴霧機の一般的仕様 

形式 液剤タンク容量(l) 概略能率（a/hr）

背負テコ付噴霧機 8～20 20～40

背負形自動噴霧機  

本機材は農薬の散布作業には不可欠であり、先に検討された農薬と合わせた使用による病害虫防除

作業を通じて作物増産効果は大きい。よって、要請どおりの品目・数量を選定する。 

 

(４）トラクター搭載型噴霧機（Tractor mounted sprayer,800L） <15台> 

用途：トラクタ－に装着・搭載、またはけん引しながら、作物などに発生する病害虫や雑草の防除に

使用する粉剤・粒剤用の防除機械である。 

分類：機械の大きさは装着される送風機の大きさ（散布距離・幅に関連）や薬剤タンクの大きさで分

類される。 

構造：粉剤・粒剤散布機は送風機の回転により発生する風に農薬を混合させながら散布するもので、

その構造は送風機、薬剤タンク、撹拌装置、その間に位置する調量機構、噴頭、および全体フ

レーム等で構成されている。なお、人力手押し型、けん引型には、それぞれ機体を保持・移動

させる走行車輪が装備されている。薬剤タンクは耐食性のある材料で作られ、容量は200L程度

のものから1,000L程度のものまである。薬剤の吐出量を調量する機構としては、重力落下、空

気搬送、機械強制式などが採用されている。送風機は耐食性のあるアルミダイキャストやステ

ンレス製の遠心ファンが一般に用いられ、PTO動力で駆動される。噴頭には、多口ホースと流し

散布用噴頭があり、いずれの噴頭も装着可能である。 

  本機材は短期間に広範囲に渡って農薬を散布することが可能であり、病虫害が大発生した際、効率

的に防除作業を行うことが可能である。先に検討された農薬と合わせた使用による病害虫防除作業を

通じて作物増産効果は極めて大きい。よって、要請どおりの品目・数量を選定する。 

 

(５）ゴーグル（Goggles）            <1,000個> 

用途：農薬散布などの防除作業において作業者の目の農薬被爆を防ぐために使用される。 

分類：アイピース、ヘッドバンド交換性のタイプと非交換性のタイプがある。 

構造：本体の材質は軟質塩化ビニール、アイピースの材質はセルロースアセテートおよびポリカーボ

ネート（表面硬化処理したもの）である。透明度に優れた必要があり、曇り防止処理を施した

もので、微量散布に使用することを考慮し、密閉性の高いものがよい。 

本器具は農薬散布の際に使用され、農薬の安全使用の観点からその重要性は極めて高い。要請数量
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も過去の調達実績数量と同規模であり、在庫も報告されていない。よって、要請どおりの品目･数量を

選定する。 

 

(６) マスク（Respiratory Mask）                <1,000個> 

用途：農薬散布作業時、または埃の多い作業場において、作業者の農薬の被爆吸い込み防止、および

粉塵による呼吸器系障害防止のために使用する。 

分類：使い捨て型と、吸収缶（カートリッジ）交換型がある。 

構造：空気取入れ口にフィルターが装着され、粉剤や薬液はこのフィルターによって濾過され、正常

な空気が作業者に送られる。顔の形にあったソフトな接顔体（クッション）は密閉性、耐久性

に優れたシリコンゴム製が多い。吸収缶は農薬微量散布を実施した場合に有毒ガスが発生する

ことを考慮して、試験濃度20‰で、破過時間が 250分の国家検定基準に合格した、中・低濃度

ガス用の直結式小型防毒型マスクが望ましい。 

本器具は農薬散布の際に使用され、農薬の安全使用の観点からその重要性は極めて高い。要請数量

も過去の調達実績と同規模であり、在庫も報告されていない。よって、要請どおりの品目･数量を選定

する。 

 

(７）手袋（Hand Gloves） <2,000双> 

用途：農薬散布などの防除作業において、作業者の経皮から入る農薬中毒を防ぐために使用される手

の防護具であり、農薬散布作業の安全な実施上不可欠なものである。 

分類：手首まわり、指の長さなどの違いにより数種のサイズ（ＳＳ、Ｓ、Ｍ、Ｌ、ＬＬ等）に区分さ

れる。 

構造：表地は軽くて動きやすいように、防水、撥水加工を施したナイロンタフタ地、またはメリヤス

編みの綿生地にポリウレタン系樹脂を塗布したものを用い、また裏地は蒸れないようにメッシ

ュ地を用いているものが多い。軽量で耐溶媒性、対摩耗性に優れた５指曲指型のものが通常用

いられる。 

本器具は農薬散布の際に使用され、農薬の安全使用の観点からその重要性は極めて高い。要請数量

も過去の調達実績と同規模であり、在庫も報告されていない。よって、要請どおりの品目･数量を選定

する。 

 

(８）ブーツ（Boots） <1,000足> 

用途：農薬散布などの防除作業において、作業者の農薬被爆を防ぐために使用される。安全ゴム長靴

のことである。 

分類：大きさによって区分され、通常、24～28cm程度の大きさである。 
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構造：素材としては有機溶剤耐性で、化学薬品に対して不浸透性のゴムか合成樹脂が一般に使用され

ている。なお、靴底は耐油性であることが望まれる。 

本器具は農薬散布の際に使用され、農薬の安全使用の観点からその重要性は極めて高い。要請数量

も過去の調達実績とほぼ同量であり、在庫もない。よって、要請どおりの品目･数量を選定する。 

 

(９)防護服（Overalls） <1000着> 

用途：農薬散布等の防除作業において、作業者の経皮吸収による農薬中毒を防ぐために使用される。 

分類：上下、フード（帽子）が別のセパレート型と一貫のオーバーオール型に区分される。身長、胸

囲の大きさによって数種類のサイズがある。 

構造：表地は軽くて動きやすいように防水、撥水加工を施したナイロンタフタ地を用い、裏地は衣服

内の水蒸気、熱、湿気を外へ逃がすことによって蒸れを抑えるようにメッシュ地を用いている

ものが多い。素材としては有機溶媒耐性そして化学薬品に対して不浸透性である必要がある。 

本器具は農薬散布の際に使用され、農薬の安全使用の観点からその重要性は極めて高い。要請数量

も過去の調達実績と同規模であり、在庫も報告されていない。よって、要請どおりの品目･数量を選定

する。 

 

(１０）乗用トラクター（4-Wheel Tractor） 4WD,80HPｸﾗｽ <100台> 

用途：４輪トラクターのことで、各種の作業機を搭載、直装等のうえ、けん引又は駆動して、耕う

ん、砕土、中耕、防除、収穫、運搬等農作業全般において幅広く使用される。 

分類：分類としては走行形式により、ホィール型（空気入りゴムタイヤ、ハイラグタイヤ）および

クローラー型に、また駆動車輪数により２輪駆動（後輪のみ）と４輪駆動型（全車輪）に分

類される。 

構造：乗用トラクターは、ディーゼルエンジン、動力伝達、操舵（かじ取り）、制動、油圧、走行、

動力取出、作業機装着装置、電装品等で構成されており、動力はエンジンからクラッチを介

し、各部装置を経て走行部（車輪）と後部（前部、腹部に装備されているものもある）の

PTO軸（動力取出軸）へと伝達される。なお、PTO軸回転は標準回転速度（540rpm）を含め２

～４段変速できるものが多い。作業機装着・昇降装置は油圧式で、プラウ・ロータリー耕の

とき一定耕深を保つポジションコントロール、けん引負荷の大きさにより耕深を変化させる

ドラフトコントロール装置が装備されているが、中・小型トラクターではポジションコント

ロールだけ装備したものが多い。作業機の装着方式は、ホィール型では２点（ロータリー専

用）と３点リンク式があるが、クローラー型は３点リンク式のみである。クローラー型は、

操舵のために左右の駆動輪に操向クラッチ、及びブレーキが装備され、グレーダーやバケッ

トによる土壌の移動・排土等の重作業等に適する特徴はあるが、機体重量はホィール型の約
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２倍程度となる。 

仕様：乗用トラクターの一般的な仕様を表3-3に示す。 

表3-3 乗用トラクターの一般的仕様 

分類 大きさ（ｴﾝｼﾞﾝ馬力） 作業能率等

ホイール型
（車輪型） 10～150ＰＳ

各種の作業機装着可能（ディスクプラ
ウ、トレーラー、ボトムプラウ、リアグ
レーダー他

クローラー型
（装軌型） 40～200ＰＳ 装着作業機の作用幅と作業速度の設定等

により、作業能率は変わる  

 

 要請されている各種作業機を装着して、圃場の耕起、中耕に用いる。本年度は対象面積150,000haの

主要穀物に対し使用される計画であり、要請数量は昨年度、一昨年度と同様100台である。「エ」国の

食糧増産計画どおり、本機材は主要作物の増産に大いに寄与するものと判断され、要請どおりの品

目・数量を選定する。 

 

(１１)ディスクプラウ（Disc Plough, 5 bottoms convertible to 4）５条（４条可変型） <100台> 

用途：土壌の耕起に使用される乗用トラクター用作業機の一種で、トラクターの進行に伴って回転す

るディスク（円板）によって土を耕起・反転させる機構なので石の塊、残根等のある土地での

利用に適するが、深耕には不向きである。ボトムプラウに対し、土の反転・残根等の埋め込み

はやや劣るが、砕土性は良い、耕うん幅の調整がしやすい、土壌条件による使用制限を受ける

ことが少ないなどの特徴はあるが、重量が大きく、比較的高価であることも挙げられる。 

分類：装着トラクターの大きさに適合するディスク径と連数による数種類の区分と、一般タイプの回

り耕に対し、往復耕を可能とするリバーシブルタイプに分けることができる。また、トラクタ

ーのPTOからの動力を得て回転する駆動ディスクプラウと機体の進行で自転する通常型に分類

されるが、比較的作業のしやすい通常型が多く使用されている。 

構造：ディスクプラウはトラクターの進行方向、および鉛直方向に対して、ある程度の角度を持たせ

た軸の回りに自由に回転する鋼板製のさら状のディスク（円盤）とディスクへの土の付着を落

とすスクレーパー、及びトラクターへ装着するヒッチフレーム等で構成されており、ディスク

の傾斜角や角度調整により、耕深・耕幅や土の反転、ディスクの吸い込みなどの作業調整を可

能としている。 

複連のもので各ディスクを１本の軸にセットし、傾斜角０度で作業するようにしたものはハ

ロープラウ と呼ばれている。なお、リバーシブルタイプはレバー等により、土の反転・放出

方向をトラクターの進行方向に対し、右・左側に換えうる機構を有するものである。 

仕様：ディスクプラウの大きさは、ディスク直径（単位：インチ）とディスク数（連数）で表される。 



-19- 

 表3-4にディスクプラウの一般的な仕様を示す。 

 

表3-4 ディスクプラウの一般的仕様 

   ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗｳ（径 × 連数）   適用ﾄﾗｸﾀｰ（PS）   概略作業能率等（a/hr） 

26 × 1 ～ 2 連 25-30 -20 
26 × 2 ～ 3 35-40 20-35 

26 × 4 50-80 40-50 
26 × 5 90- 60- 

 

     今般要請されている100馬力クラスのトラクターに装着して圃場の耕起を効率的に行うことで食糧

増産に寄与することから、要請どおりの品目・数量を選定する。 

 

(１２)タンデム式ディスクハロー（Tandem Disc Harrow, 28 discs）28枚刃 <100台> 

用途：プラウ等で１次耕をしたあと、２次耕としての砕土整地に使用される乗用トラクター用の作

業機である。 

分類：形状の違いによって、複列型のオフセットとタンデム式、及び単列型で片方だけに作用する

ワンウェイ式等に区分される。また、トラクターへの装着方法による３点リンク直装式とヒ

ッチによるけん引式とに分けられるほか、装着トラクターの大きさに適合するディスク径と

連数によって数種類の大きさに分類される。 

構造：ディスク（円盤）または刃車、爪車等を軸の回りに装着し、その軸の回転により、土壌の砕

土整地を行う構造となっている。タンデム式は複列型で前列のディスク（円盤）は外方に、

後列は内方に向き、４個のギャング（ディスクを一つの軸に数枚セットし、フレームで支え

たもの）は、それぞれ対称的に配置されており、前列のディスクで外側に反転された土塊は、

後列ディスクで内側に再度反転される仕組み、オフセット式は前方と後方のギャングがＶ字

型に配列され、ディスクの方向は前列と後列が反対になっている仕組み、またワンウェイ式

は、単列に配置されギャングにより、片方だけ作用する仕組みとなっている。なお、ギャン

グ角度等は、それぞれの作業内容に応じ、レバー等による調整を可能としている。 

仕様：ディスクハローの大きさ、ディスク直径（単位：インチ）とディスク数（枚数）によって表

される。ディスクハローの一般的な仕様を表3-5に示す。 
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表3-5 ディスクハローの一般的仕様 

     ﾃﾞｨｽｸﾊﾛｰ（直径×枚数）        適合ﾄﾗｸﾀｰ馬力（PS）      概略作業能率等(a/hr) 
16×16 
18×16 

30前後 

18×20～24 
20×20～24 

40～50 

70～85 
     （作用幅：1.7～2.1m） 

18×28～32 
20×24～24 

60～80 
85～95 

（作用幅：2.1m～） 

20×28～36 90～ 95～ 

 

   今般要請されている100馬力クラスのトラクターに装着して圃場の砕土整地を効率的に行うことで食糧

増産に寄与することから、要請どおりの品目・数量を選定する。 

 

(１３)トレーラー（Trailer, 2 axles,5t） リアダンプ式、2軸、5t <20台> 

用途：トラクターでけん引する運搬用作業機であり、種子、肥料、農業機械等の農用資機材、およ

び農産物等の運搬に利用する。 

分類：歩行用、乗用トラクター用に区分され、トレーラー自体の車輪数により２輪と４輪式に分類

される。また荷台が固定のものと後部が下がるリヤダンプ式に、さらにダンプ機構により重

力式と油圧式ダンプ型に分けられる。 

構造：歩行用トラクター（けん引、及び兼用型）用は、２輪式で車輪とヒッチの２点で総重量を支

持するため、フレームとけん引かんが堅牢な一体構造となっており、ブレーキは車軸が付け

られている。トレーラーの荷台は長さ135～212㎝、幅85～102㎝あり、積載量は500kg前後が

普通である。乗用トラクター用は、トラクターの固定ヒッチ、スイングドローバー（又はオ

ートヒッチ型もある）等によりけん引される。特にオートヒッチは運転者が運転席から油圧、

または手動により連結することができ、使用上便利である。基本構造は歩行用と同じである

が、１軸２輪式のほか、１軸４輪や２軸４輪式のものもあり、最大積載量は500～5,000kgと

広範囲である。特に４輪式は、積み荷の重量や位置が変わっても荷台の安定が失われず、ヒ

ッチにかかる垂直荷重が積載量によって変わらないのでトラクターへの装着は容易である。

また、特殊型として、トラクターのけん引力の増加をはかる３点リンク利用によりプレッシ

ャーコントロールヒッチやトレーラーをけん引して降坂するときなどの安全性を考慮しての

慣性ブレーキを装備したものもある。油圧利用によるダンプ機構では、後方のみにダンプす

る後方ダンプ式（最も多く使われている）、側方ダンプ、左右・後方にダンプする３方向ダ

ンプ式、及び荷台を水平状態で一定の高さまで持ち上げてから側方、又は後方にダンプする

リフトダンプ式がある。 

仕様：トレーラーの一般的な仕様を表3-6に示す。 
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表3-6 トレーラーの一般的仕様 

 

 

 

 

 

今般要請されているトラクターに装着し、農業用資機材等を運搬することで、作業の効率化を図れ

ることから、要請通りの品目・数量を選定する。 

 

(１４)普通型コンバイン（Combine Harvester）,120HP以上                  <６台> 

用途：稲、麦類、豆類、トウモロコシ、ソルガム等の広範囲の作物に利用可できる収穫機であり、広

い圃場での作業には効率的である。 

分類：大きさは主として刈幅により区分されるほか、脱殻方式において作物刈稈が扱き胴と直角に流

れる直流式、扱き胴と平行に流れる軸流式とに分類される。一般的な普通型コンバインは直流

式で、軸流式は日本で開発されたスクリューロータ（扱き胴）式の汎用型コンバインと呼ばれ

ているものである。また走行部形式により、ホィールタイプ、セミクローラタイプ、及びクロ

ーラータイプにも分類される。 

構造：構造を大別すると頭部に当たる前処理部、刈取・搬送・供給部、脱穀・選別部、操縦装置、お

よび走行部等に分けられる。作物（殻稈）は、前処理部のデバイダーとリールによって分草、

引起し寄せられて往復動刃（レシプロ）により株元から切断される。切断された殻稈はフロン

トコンベア、プラットホームオーガー、コンベア等により、脱殻部へ送り込まれ、扱き胴やビ

ーターで脱穀される。脱穀された殻粒はストローラック、グレンシーブやファンによって篩・

風選別され、殻粒はタンクに貯留、わら類は機外に放出される。なお、普通型コンバインは自

脱型コンバインと異なり袋詰め機能は備えていない。 

仕様：概略能率は水稲収穫であり、麦類の収穫ではこの数値の約1.2倍となる。 

   普通型コンバインの一般的な仕様を表3-7に示す。 

 

表3-7 普通型コンバインの一般的仕様 

刈り幅（m） エンジンの馬力（ps） 能率（a / hr） 

2  ～  3 65  ～ 75 10  ～  25 

3  ～  4 85  ～100 20  ～  30 

4  ～  5 100 ～140 25  ～  40 

5  ～ 140  ～ 50  ～ 

 

区 分 ﾄﾚｰﾗｰ積載重量 (kg) 適合ﾄﾗｸﾀｰ馬力 (PS) 

歩行用ﾄﾗｸﾀｰ用 250 ～（車輪数 : 2輪） 3 ～ 8 

乗用ﾄﾗｸﾀｰ用 1,000 ～2,000（2輪） 
2,000 ～3,000（4輪） 
3,000 ～4,000（ 〃 ） 

30 
40 ～ 50 
60 ～ 80 
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 本機材の調達により、穀物の収穫適期を逃すことなく広範囲の圃場を短期間に収穫することが可能

になる。要請によると、本機材は農業省が管理し、受益農民に対しリースにより運用される。本機材

は「エ」国の総合農業計画（IFP）の目標とする農作業の機械化、効率化に寄与することから、要請ど

おりの品目・数量を選定する。 

 

(１５)移動式ワークショップ（Mobile Workshop） 230HP以上 <3台> 

本品目は、過去に調達した実績はあるが、その使用計画、利活用状況について実態が十分に把握さ

れていない。したがって、まず本品目の食糧増産における裨益効果が確認される必要があり、本プロ

グラムでは、調達品目から削除する｡ 

 

(１６)コンプレッサー（Compressor）                                                        <5台> 

(１７)ピックアップトラック（Pickup Truck，Single Cabin）シングルキャビン、4ＷＤ <1台> 

以上の二品目は｢エ｣国の食糧増産に直接寄与するものとは認められないため、調達品目から削除す

る｡ 

 

以上の検討の結果、選定資機材案を次頁表3-8に示す。 
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表3-8 選定資機材案 

 

５．資機材調達スケジュール案 

 「エ」国の降雨期は６月中旬～９月中旬の大雨季と２月～３月の小雨季に集中しており、年平均降雨量は、

高原地域では500～650mm、低地では200～400mmと極めて少ない。従って、作期の長い作物は２月～３月の小

雨季に耕起・播種を行うので、資機材は配布期間を考慮して、12月～1月頃にはマッサワ港に到着すること

が望ましい。 

 

６．農業分野における我が国政府、他ドナー、NGO等の協力動向、2KRとの連携 

現在農業分野における我が国の援助は食糧増産援助以外に実施されていない。また、他のドナーによる農業

関連プロジェクトはデンマーク国際開発援助（DANIDA：Danish International Development Assistance）、

アフリカ開発基金（AfDF）などが灌漑や作物の優良種子の普及、土壌改良などのプロジェクトを実施してい

るが、我が国の食糧増産援助と直接的な関連はない。これらの援助は「エ」国農業省がとりまとめており、

総合農業計画（IFP）を中心に意欲的に食糧増産に取り組んでいる。「エ」国農業省は、更なる食糧増産と

今後の食糧自給を達成するために、プロジェクト実施に必要とされる農業生産資機材の調達を切望しており、

我が国食糧増産援助を利用した「エ」国への協力の必要性は非常に高いと判断できる。他ドナーによる農業

プロジェクトの概略を表3-9に示す。 

項目 要請
No.

標準ﾘｽﾄ
No.

選定品目
（日本語）

選定品目
（英語）

選定
数量 単位 優先

順位
想定
調達先

肥料
1 FA-009 ﾘﾝ酸第二ｱﾝﾓﾆｳﾑ DAP 2,000 t 1 DAC
2 FA-001 尿素 Urea 1,000 t 1 DAC

農薬
殺虫剤 1 IN01205 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(ｴﾁﾙ)　48%EC Chloropyrifos (Ethyl) 48% EC 3,360 L 1 DAC

2 IN03002 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ　10%EC Fenpropathrin 10% EC 620 L 1 DAC
3 IN02804 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ　50%EC Fenitrothion 50%EC 3,000 L 1 DAC
4 IN04601 ﾏﾗﾁｵﾝ　50%EC Malathion 50%EC 2,770 L 1 DAC
5 IN02302 ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ　40％EC Dimethoate 40%EC 1,490 L 1 DAC
6 IN00902 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ　85%WP Carbaryl　85%WP 5,960 kg 1 DAC
7 IN03309 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ　20%EC Fenvalerate　20%EC 4,000 L 1 DAC
8 IN01905 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 60% EC Diazinon 60% EC 2,000 L 1 DAC

農機

1 ﾘｽﾄ外 灌漑用ﾎﾟﾝﾌﾟ (4"×4"､16HP） Diesel engine pump (4”×4”, 16HP） 100 台 1 DAC/
Turkey

2 PC-SPP1 動力散布機/三兼機（13-15L） Power mist sprayer (13-15L) 250 台 1 DAC
3 PC-SPH1 人力噴霧機 (14-16L) Pneumatic hand sprayer (14-16L) 250 台 1 DAC
4 ﾘｽﾄ外 ﾄﾗｸﾀｰ搭載型噴霧機 (800L) Tractor mounted sprayer (800L) 15 台 1 DAC
5 BA-1 ｺﾞｰｸﾞﾙ Goggles 1,000 個 1 DAC
6 BA-2 ﾏｽｸ Masks 1,000 個 1 DAC
7 BA-3 手袋 Gloves 2,000 双 1 DAC
8 BA-4 ﾌﾞｰﾂ Boots 1,000 足 1 DAC
9 BA-5 防護服 Overalls 1,000 着 1 DAC
10 AT-TRQ9 乗用ﾄﾗｸﾀｰ(4WD) (100HP) 4-wheel tractor (4WD, 100HP) 100 台 1 DAC
11 TI-DP6 ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗｳ（5→4可変型） Disc plough 5 bottoms convertible to 4 100 台 1 DAC
12 TI-DHT3 ﾀﾝﾃﾞﾑ式ﾃﾞｨｽｸﾊﾛｰ (28枚刃) Tandem disc harrow (28 discs) 100 台 1 DAC
13 TI-TRRS ﾄﾚｰﾗｰ（2軸、5t、ﾘｱﾀﾞﾝﾌﾟ式) Trailer (2 axles/5t, Rear dumper type) 20 台 1 DAC
14 HD-CBW3 普通型ｺﾝﾊﾞｲﾝ (120HP) Combine Harvester (120HP) 6 台 1 DAC
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表3-9 各ドナーによる農業プロジェクトの概略 

プロジェクト名（ドナー名） 期間 ターゲット/目的 ２KRとの関連 
Integrated Water Shed 
Development Project                     

        DANIDA 

2000-2004 農業生産向上を通じた農
村コミュニティーの持続
的開発 

食糧生産に係る土壌の疲弊
を防ぎ土壌肥沃土を回復さ
せる。 

Dairy Development Project 
    DANIDA 

“ 牛乳生産量の増加と家畜
数の増加 

 

National Seed Development Project 
                     DANIDA             

“ 食糧生産増強を通じた農
家レベルでの食糧状況の
改善 

食糧生産増強のための食糧
作物種子の品質向上を目指
す。 

National Tree Seed Project 
           DANIDA 

“ 環境・遺伝子的に適当な
植林用苗木生産 

 

Eastern Lowlands Wadi 
Development Project  
           IFAD 

1996-2000 地域、国レベルの食糧自
給のための食糧生産 

食 糧 生 産 の 為 Flood 
Irrigationの使用普及を目
指す｡ 

National Livestock Development 
Project  
           AfDF      

1997-2001 国内家畜数の拡大  

Central High lands Irrigated 
Horticultural Development Project  

AfDF 

1997-2001 中央山岳部の小規模農家
の生産・収入拡大 

灌漑農業を通した食糧等の
増産の為、山岳部開発を目
指す｡ 

National Livestock Promotion 
Project 

EU 

2000- 国家レベルでの家畜の衛
生環境改良 

 

Strengthening Research and 
Extension 
                FAO   

2000- 試験、普及の強化  

（出典：エリトリア農業省） 

 

７．概算事業費 

 概算事業費は表3-10のとおりまとめられる。 

表3-10 概算事業費内訳 

                         （単位：千円） 

資機材費 

肥料 農薬 農機 資機材費計 調達監理費 合計 

109,100 72,495 333,430 515,025 18,081 533,106 

 

 



 
 
 
 
 
 

資料編 
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